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6
月
30
日
に
お
こ
わ
な
れ
た
輪
く
ぐ
り
神
事

詳
し
い
内
容
はｐ
15
へ



まち歩きイベントを開催

まちを知って、もっとまちを好きになる

　６月２３日に、前号の広報で告知したワン

ダーピクニックを開催しました。小学校１年生

から５年生までの津和野小学校の子供たち８名

が参加してくれました。２チームに分かれ、「水

路に浮かぶベンチはどこ？」「家の敷地内に鯉

がいる池を探せ」など、あらかじめ用意したク

イズの答えを探しながら、橋南・橋北エリアを

探検。普段通らないような路地に入ったり、い

つもは見過ごしてしまうような場所もじっくり

と見て回りました。子供からは「いつもはこん

な道通らないよ。」「楽しかった！」、また保護

者からは「子供の方が自分より詳しかった」と

いう感想を頂きました。こうしたイベントが町

のことを知る機会や、町を好きになるきっかけ

となればと思います。

　また、お昼ご飯を食べた剣玉神社には、畔柳

が廃材を活用して作成したベンチを置いてい

ました。ベンチがあることで、なんでもない場

所を休憩場所とすることができました。まちの

空間を作る上での今後の参考にしたいと思いま

す。

　今後もまちあるきのイベントや、廃材を活用

したワークショップを行いますので、ご期待く

ださい！

Innovation For Japan通信 〜Innovation For Japanプログラムにより町長付き
      として活動している大学生が今月の活動を報告します〜

上：最終ゴール 剣玉神社へ

下：スタート地点。子供たちにルール説明
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車
に
…
屋
根
？
！

　
日
原
と
津
和
野
を
結
ぶ
旧
９
号
線
の
途

中
、
耕
田
付
近
で
ふ
と
田
ん
ぼ
に
目
を
や

る
と
思
わ
ぬ
も
の
が
…
な
ん
と
「
屋
根
つ

き
の
車
」。
田
ん
ぼ
に
向
か
っ
て
走
り
出
し

そ
う
な
姿
勢
で
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
ダ
イ
ハ
ツ
の
ア
ト
レ
ー
だ
っ

た
と
い
う
こ
の
車
、
車
の
上
に
は
木
材
と

脚
立
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
組
み
合
わ

さ
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
ト
タ
ン
屋
根
が

つ
い
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
よ
け
の
電
線

の
電
源
も
装
備
し
て
お
り
、
遠
目
で
見
る

以
上
に
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
で
す
。（
中
は
「
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
る
か
ら
見
せ
ら
れ
ん
」

と
の
こ
と
。「
普
通
に
物
置
」だ
そ
う
で
す
。）

　
こ
の
車
の
オ
ー
ナ
ー
は
石
原
悟
さ
ん

(

74)

。
昭
和
28
年
に
農
協
職
員
と
な
り
、

32
年
間
勤
務
。
そ
の
後
ハ
シ
モ
ト
自
動
車

工
業
で
3
年
間
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
と

し
て
4
年
間
働
き
、
今
は
退
職
し
て
農
業

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。「
お
客
さ
ん
を

萩
や
宮
島
に
連
れ
て
行
っ
た
り
し
て
…
タ

ク
シ
ー
が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
ね
。
客

商
売
だ
か
ら
煙
草
も
や
め
て
、
健
康
に
も

よ
か
っ
た
」
と
石
原
さ
ん
。

車
に
屋
根
が
つ
い
た
わ
け

　
ハ
シ
モ
ト
自
動
車
工
業
に
勤
め
て
い
た

時
、
廃
車
に
な
っ
た
車
を
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
、
農
作
業
に
使
う
道
具
を
い
れ
る

物
置
と
し
て
使
う
こ
と
を
思
い
つ
い
た
と

の
こ
と
。
た
だ
、
そ
の
ま
ま
車
を
置
い
た

だ
け
で
は
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
錆
び
つ

き
、
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
の
で
、
屋
根
を

つ
け
る
こ
と
を
考
え
た
そ
う
。
屋
根
を
と

り
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
一
番
工
夫
し
た
の

は
、
自
動
車
の
屋
根
に
つ
け
る
荷
台
で
あ

る
、
ル
ー
フ
キ
ャ
リ
ア
を
つ
け
る
こ
と
。

ル
ー
フ
キ
ャ
リ
ア
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
っ

た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
仕
事
が
あ

る
の
で
、
手
す
き
の
と
き
に
ど
う
や
っ
て

屋
根
を
組
め
ば
い
い
の
か
考
え
て
は
作
業

し
て
、
だ
い
た
い

一
週
間
く
ら
い
で

で
き
あ
が
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
う
し

て
出
来
上
が
っ
た

「
屋
根
つ
き
の
車
」、

20
年
が
経
っ
た
い

ま
で
も
、
物
置
と

し
て
現
役
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

石
川
が
思
う
津
和
野
ら
し
さ

　
石
川
が
東
京
か
ら
津
和
野
に
来
て
早

数
ヶ
月
。
津
和
野
に
き
て
感
じ
る
の
は
、「
都

会
に
比
べ
た
ら
津
和
野
は
な
に
も
な
い
で

し
ょ
」
と
言
い
な
が
ら
も
、「
モ
ノ
が
無
け

れ
ば
自
分
で
作
る
」
と
い
う
発
想
と
、
実

際
に
作
っ
て
し
ま
う
知
恵
と
行
動
力
で
す
。

既
製
品
が
あ
ふ
れ
て
い
る
都
会
で
は
見
ら

れ
な
い
「
モ
ノ
」、
そ
れ
が
津
和
野
に
あ
る

面
白
い
「
モ
ノ
」
だ
と
思
い
ま
す
。

職業：農家

観光から町政まで熱く

語る方。運転手をして

いたからか、話し上手。

File No.1

  屋根付き車

つくった人

  石原 悟さん

普
段
は
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
よ
う
な
小
さ
な
モ
ノ

や
些
細
な
モ
ノ
で
も
、
そ
の
背
景

に
は
文
化
や
歴
史
、

津
和
野
人
の
営
み

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
名
所
で
は
な
い
け
れ
ど
、

石
川
が
津
和
野
ら
し
い
と
感
じ
た
モ
ノ
を
取
材
し

て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
、
ま
た

見
た
こ
と
の
な
い
津
和
野
の
姿
、
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

気 
に 

な 

る 

風 

景

ルーフキャリアを利用した土台
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カヌー体験
・川遊び体

験開催

8月15日（水）午前10時～午後3時
道の駅シルクウェイにちはら

川で濡れてもいい靴・服装・着替え・タオル・ゴーグルなど必要
なものをご持参ください。参加料1,000円が必要です。

当日会場で①から④の希望時間の開始１５分前までに受
付で申し込んでください。毎回先着１５名まで。
①･１０：００～１１：００･ ②･１１：００～１２：００
③･１３：００～１４：００･ ④･１４：００～１５：００
･ （１２：００～１３：００は昼食休憩）

主催･津和野町体育協会日原カヌークラブ・津和野町教育委員会

参加者のケガについては、応急処置と主催者で加入するレクリエ－ション
保険で対応しますが、それ以外については責任を負いません。大雨による
増水、雷雨などの場合は中止することがあります。

【お問合せ先】
津和野町教育委員会日原窓口☎74-0302

高津川でまってるよー

広報つわの Vol.82

4 Public Relations Magazine Tsuwano Town5 広報つわの

男女がともに手をとり合い、責任を持つ社会へ
平成23年度･津和野町男女共同参画の取り組み状況を紹介

男女共同参画社会とは

「男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に
参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享
受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」のことです。

津和野町でも、性別に関わらず、すべての人が社会のあらゆる分野で、それぞれの個性と能
力を発揮できる男女共同参画社会の実現を目指し、平成２１年に津和野町男女共同参画計画を
策定し、それぞれの基本目標について、計画的に事業を実施するために、27 の目標値を設定し
ています。平成 23 年度の進捗状況は下記のとおりです。

男女共同参画における町の取り組み状況（平成２３年度）

基本目標 番号 項目 基本値
H21年 H22年 H23年 目標値

H25年 備考

男女共同
参画社会
づくりに向
けた社会
制度・慣
行の見直
しと意識
の改革

1 固定的性別役割分担意識に否定的な
人の割合 60.3% - - 75% 平成22、23年度は

調査実施せず

2 社会全体における男女の地位の平等
感 18.5% - - 35% 平成22、23年度は

調査実施せず

3 男女共同参画に関する学習会又は講
演会開催数 0回 2回 4回 1回

4 年間に実施する出前講座の回数 0回 0回 0回 4回

5 男女共同参画社会基本法の概要を知
っている町民の割合 16.4% - - 70% 平成22、23年度は

調査実施せず

6 男女共同参画講座を開催した公民館
の割合 0.0% 50.0% 50.0% 100%

政策・方
針決定過
程への男
女共同参
画の推進

7 女性委員のいない審議会等の数 14･ 8･ 7･ 0･
8 審議会等における女性委員の割合 18.9% 20.8% 22.1% 40%

9 町の女性職員の管理職の数（うち、
一般行政職）

2人
(0人 )

2人
(0人 )

2人
(0人 )

3人以上･
(1人以上)

10 町の男性職員の育児休業取得者の割
合 0.0% 0.0% 0.0% 10%

家庭・職
場・地域
における
男女共同
参画の推
進

11 男性の生活自立講座開催数 0回 0回 4回 1回
12 地域包括支援センター数 1箇所 1箇所 1箇所 1箇所
13 家族経営協定農家数 3協定 4協定 4協定 5協定
14 女性の認定農業者数 0人 0人 0人 1人以上
15 通常保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100%
16 乳児保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100%
17 延長保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100%
18 一時保育を実施している施設の割合 100.0% 100.0% 100.0% 100%
19 子育て支援センターの箇所数 2箇所 2箇所 2箇所 2箇所
20 放課後児童クラブ数 2箇所 2箇所 2箇所 2箇所
21 女性の起業家・グループ数 3･ 3･ 3･ 5･

個人の尊
厳の確立

22 授業で人権の視点から男女共同参画
の内容を取り上げた学校の割合 40.0% 66.7% 57.1% 100%

23 教職員研修で人権課題「女性」を取
り上げた学校の割合 40.0% 77.8% 57.1% 100%

24 町職員に対する男女共同参画に関す
る研修実施回数 0回 0回 0回 1回

25
配偶者からの暴力の防止及び被害者
の保護に関する法律の概要を知って
いる町民の割合

19.6% - - 70% 平成22、23年度は
調査実施せず

26 乳がん健診の受診率 17.6% 14.7% 18.1% 30%
27 子宮がん検診の受診率 14.7% 8.6% 14.5% 30%

６
月
13
日
に
津
和
野
高
校
で
外
務

省
「
高
校
講
座
」
が
開
催
。
外
務
省

公
聴
室
の
後
藤
孝
上
席
専
門
官
を
迎

え
、、
外
務
省
職
員
の
仕
事
の
話
や
生

徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
な
ど
、
国
際

社
会
に
関
す
る
理
解
を
深
め
た
。

講
演
の
中
で
、
後
藤
氏
は
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
や
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
の

勤
務
経
験
、
２
０
０
６
年
に
ド
イ
ツ
で

行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
も
関
わ
っ
た
経
験
を
話
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
ベ
ル
リ
ン
を
訪
問
し
た
時
の
現

地
の
写
真
を
見
な
が
ら
現
地
で
感
じ
た

こ
と
を
話
し
た
。

生
徒
側
か
ら
は
、
今
年
2
月
に
ド
イ

ツ
を
訪
問
し
た
岡
田
さ
ん
か
ら
「
ベ
ル

リ
ン
が
東
京
の
よ
う
に
人
口
密
度
が
高

く
な
い
の
は
な
ぜ
か
。」と
い
う
質
問
や
、

同
じ
く
ド
イ
ツ
訪
問
し
た
湯
口
さ
ん
か

ら
も
「
地
下
鉄
の
中
で
食
事
を
し
た
り
、

楽
器
を
演
奏
し
た
り
す
る
人
が
い
た
が

日
本
と
ド
イ
ツ
で
は
マ
ナ
ー
に
対
す
る

考
え
方
が
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。」
な

ど
の
質
問
が
さ
れ
、
後
藤
氏
も
「
な
か

な
か
鋭
い
質
問
で
す
ね
。」
と
感
心
す

る
な
ど
、
講
座
は
一
層
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。

講
座
の
最
後
に
、
後
藤
氏
は
、「
お

互
い
の
国
の
習
慣
な
ど
が
違
う
こ
と
で

交
流
が
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
失

敗
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
が

大
切
な
の
だ
か
ら
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦

し
て
欲
し
い
」
と
生
徒
に
励
ま
し
の
言

葉
を
贈
っ
た
。

今
回
、
津
和
野
高
校
で
開
催
さ
れ
た

こ
の
講
座
は
、
外
務
省
を
よ
り
知
っ
て

も
ら
う
お
う
と
外
務
省
職
員
か
ら
外
交

官
の
職
務
や
国
際
理
解
に
つ
い
て
直
接

「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
欲
し
い
」

外
務
省
職
員
を
招
き
「
高
校
講
座
」

自身もたくさんの失敗をし
たと話す後藤専門官。

聞
く
こ
と

が
で
き
る

講
座
と
な

っ
て
い
る
。

こちら津和野高校支援係



夏
の
楽
し
み
花
火
、
い
よ

い
よ
子
供
達
に
と
っ
て

楽
し
み
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
夏
の
娯
楽
と
し

て
家
族
で
楽
し
め
る
花
火
も
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
火
災
に

な
っ
た
り
、
火
傷
を
し
た
り
す

る
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
火
災
や
火
傷
な

ど
の
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
、
楽
し
い
夏
の
思

い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
火
遊
び
の
火
災
は
、

大
人
が
い
な
い
時
や
人
目
に
つ

き
に
く
い
場
所
で
発
生
す
る
こ

と
が
多
く
、
そ
の
た
め
火
災
の

発
見
が
遅
れ
、
火
災
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
中
の
火

学
生
さ
ん
は
お
金
が
な
い

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と

な
り
、
保
険
料
の
納
付
義
務

が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
大
学
な
ど
に
通

っ
て
い
る
学
生
に
対
し
て
は
、

申
請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
猶
予
が
受
け
ら

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

学
生
の
範
囲

こ
の
特
例
で
い
う
学
生
と

は
、
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
学

生
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
課
程
の
学
生
も
含
ま

遊
び
に
よ
る
火
災

は
、
１
，
７
３
１

件
発
生
し
て
い
ま

す
（
全
国
火
災
報

告
デ
ー
タ
）。
そ
の

う
ち
ラ
イ
タ
ー
に

花火をするときの注意点！
１．気象条件を考え、風の強いときには花火
をしない。

２．燃えやすいものがない、広くて安全な場
所を選ぶ。

３．子供だけではなく、大人と一緒にやりま
しょう。

４．水バケツを用意し、遊び終わったら花火
は必ず水につける。

５．説明書をよく読み、注意事項を必ず守る。

火遊びによる火災防止のポイント！
１．ライターやマッチを子供の手の届くとこ
ろに置かない。

２．火遊びをしている子供を見かけたら注意
する。

３．子供だけでは絶対に火を取り扱わせない。
４．子供だけを残して外出しない。
５．火災の恐ろしさ・火の取り扱いについて
教える。

よ
る
も
の
が
半
分
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。火

災
が
起
こ
っ
た
時
、
真
っ
先
に
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
子
供
た
ち
で

す
。
火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
な
く
す
た

め
に
も
、
日
頃
か
ら
親
や
周
り
の
大
人

が
、
次
の
点
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

子
供
に
対
し
て
火
の
恐
ろ
し
さ
や
防
火

の
知
識
に
つ
い
て
、
教
え
理
解
さ
せ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
子
供
た
ち
と
火
災
の
恐

ろ
し
さ
・
火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

環境生活課☎ 72-0309

野外焼却（野焼き）は禁止です
特別な場合を除き、法律で禁止されています

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
で

野
焼
き
は
原
則
と
し
て
禁
止

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違

反
す
る
と
5
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の

罰
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

野
焼
き
未
遂
や
、
野
焼
き
目

的
で
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運

搬
し
た
者
も
罰
せ
ら
れ
ま

す
。こ

の
禁
止
規
定
は
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
処
分
で
は
適
切

な
取
締
り
が
困
難
だ
っ
た
悪

質
な
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

や
無
許
可
業
者
に
よ
る
廃
棄

物
の
焼
却
に
対
し
、
取
締
り

の
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
も

の
で
、
取
締
り
の
対
象
と
し

て
馴
染
ま
な
い
も
の
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
例
外
を
設

け
て
い
ま
す
。

野
焼
き
の
特
別
な
例

外
規
定

〇
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の

や
む
を
え
な
い
焼
却
（
稲

わ
ら
、
農
作
業
に
伴
い
刈

り
取
っ
た
雑
草
、
伐
採
し

た
木
の
枝
剪
定
枝
な
ど
）

〇
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で

通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼

却
（
草
取
り
や
庭
木
の
剪

定
で
出
た
草
木
の
焼
却
や

暖
を
取
る
為
の
焚
き
火
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

〇
風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上

の
行
事
な
ど
で
行
う
焼
却

（
ど
ん
ど
焼
き
、
山
焼
き
、

な
ど
）

※
生
活
環
境
の
保
全
上
著
し

い
支
障
を
生
ず
る
廃
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却
は

こ
れ
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

野
焼
き
禁
止
の
特
別
な
例

外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で

あ
っ
て
も
、
煙
や
臭
い
な
ど

に
よ
り
生
活
環
境
上
支
障
を

与
え
、
苦
情
等
の
あ
る
場
合

は
、
改
善
命
令
や
各
種
の
行

政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。家

庭
の
ご
み
は
野
焼
き
を

せ
ず
、
分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
指
定
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
を
行
い
、自
然
環
境
、

生
活
環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ

う
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

れ
ま
す
。

な
お
、
私
立
の
各
種
学
校

に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が
１

年
以
上
の
課
程
の
場
合
は
都

道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け

た
学
校
に
限
り
、
ま
た
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
つ
い
て
は

文
部
科
学
大
臣
が
個
別
に
指

定
し
た
課
程
に
限
り
ま
す
。

所
得
基
準
は

学
生
納
付
特
例
に
は
所
得

基
準
が
あ
り
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

年
金
と
の
関
係
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
保
険

料
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

免
除
期
間
を
含
む
）
が
25
年

以
上
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
こ
の
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算

対
象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
制

度
の
承
認
を
受
け
て
い
れ
ば
、

そ
の
期
間
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
同
様
に
障
害
基
礎

年
金
の
支
給
要
件
と
な
る
対

象
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

書
類
の
提
出
先

申
請
書
の
提
出
先
は
、
健

康
保
険
課
ま
た
は
、
税
務
住

民
課
・
総
合
窓
口
で
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
4
月
か

ら
、
在
学
す
る
大
学
等
の
窓

口
で
も
申
請
手
続
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
等
の
窓
口
で
申
請
手

続
を
行
う
た
め
に
は
、
在
学
す

る
大
学
等
が
学
生
納
付
特
例

事
務
法
人
の
指
定
を
受
け
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類
は

①
年
金
手
帳

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
在
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証
な
ど
の

写
し
）。
役
場
の
窓
口
で
直

接
こ
れ
ら
を
提
示
す
る
場

合
は
添
付
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③
前
年
所
得
の
状
況
が
分
か

る
書
類

④
退
職
（
失
業
）
し
た
人
が

申
請
を
行
う
場
合
は
、
退

職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用

保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

写
し
）

申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請

日
前
に
生
じ
た
不
慮
の
事
故

や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ
い

て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

【
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
】

町
で
は
平
成
24
年
４
月
か
ら

平
成
25
年
２
月
ま
で
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
無
料
の
年

金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
相
談
日

・
偶
数
月
第
４
金
曜
日
（
12

月
は
第
３
金
曜
日
）

・
午
前
10
時
～
午
後
３
時

30
分
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
は
除
く
）

◎
場
所

日
原
中
央
公
民
館
（
８
・

12
月
）

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

（
10
・
２
月
）

◎
持
参
す
る
も
の

①
年
金
手
帳

②
年
金
記
録
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
る
方
は
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
ま
た
は

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
一

式
③
印
鑑

※
代
理
の
方
が
相
談
に
来
る
時
は
、
委

任
状
と
代
理
人
の
身
分
証
明
書
が
必
要

で
す
。
委
任
状
は
、
健
康
保
険
課
又
は

本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
を
お
考
え
の
方
は
、

申
請
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

制
度
が
複
雑
な
国
民
年
金
制
度
、

悩
ん
だ
ら
、
ま
ず
は
役
場
に
相
談

を
！

町からの
お知らせ

広報つわの Vol.82

花火・火遊びによる火災に注意しましょう
火災に気をつけて楽しい夏の思い出を

20 歳以上の学生は、納付特例を受けられます
特例には、申請が必要です。 環境生活課☎ 72-0309健康保険課☎ 72-0651
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税務住民課☎ 74-0069益田税務署☎ 0856-22-0444

固
定
資
産
税
は
、
毎
年

1
月
1
日
（
賦
課
期

日
）
に
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
（
総
称
し
て
「
固
定
資

産
」）
を
所
有
し
て
い
る
人

が
、
所
在
す
る
市
町
村
に
納

め
る
税
金
で
す
。

総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定

資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

固
定
資
産
を
評
価
し
価
格
を

決
定
の
上
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
、そ
の
後
、

税
額
を
算
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
固
定
資
産

の
う
ち
家
屋
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
現
地
に
出
向
き
調
査

を
行
い
評
価
額
を
算
定
し
ま

す
。税

務
住
民
課
で
は
10
月
以

降
、
家
屋
の
実
地
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
下
記
に
該
当

さ
れ
る
方
は
税
務
住
民
課
・

固
定
資
産
税
担
当
ま
で
事
前

に
相
談
い
た
だ
く
か
、
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

益
田
市
・
鹿
足
郡
内
の

小
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
」

と
「
税
に
関
す
る
習
字
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
に
関
す
る
絵
は
が
き

◎
応
募
資
格

益
田
市
・
鹿
足
郡
内
の
小

学
６
年
生
（
複
式
学
級
に
つ

い
て
は
、
５
年
生
も
対
象
と

な
り
ま
す
。）

◎
課
題

身
近
に
あ
る
「
税
金
で
造

ら
れ
て
い
る
建
物
や
施
設
」

「
税
金
で
行
っ
て
い
る
仕

事
」
等
、税
金
に
関
す
る
「
は

が
き
絵
画
」
で
あ
れ
ば
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
（
標
語
は
挿

入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）。

◎
応
募
点
数

１
人
に
つ
き
１
点

◎
応
募
作
品
基
準

①
用
紙

学
校
へ
配
付
し
た
「
は
が

き
」
を
使
用
し
て
い
た
だ
く

か
、「
は
が
き
」
と
同
サ
イ

ズ
で
あ
れ
ば
別
の
用
紙
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

②
絵
具

家
屋
調
査
は
国(

総
務
省)

の
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ

っ
て
、
再
建
築
価
格
を
算
出
し
、
そ
れ
を
基
に
評
価
し
ま
す
。

家
屋
評
価
の
し
く
み

新
築
家
屋
の
評
価

評
価
額
＝
再
建
築
価
格
×
経
年
減
点
補
正
率

再
建
築
価
格････････

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同

一
の
も
の
を
評
価
基
準
年
度
の
時

点
に
お
い
て
そ
の
場
所
に
新
築
す

る
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ

れ
る
建
築
費
で
す
。

経
年
減
点
補
正
率････

家
屋
の
建
築
後
の
年
数
の
経
過
に

よ
っ
て
生
ず
る
損
耗
の
状
況
に
よ

る
減
価
等
を
表
し
た
も
の
で
す
。

新
築
以
外
の
家
屋(

在
来
分
家
屋)

の

評
価
《
基
準
年
度
（
３
年
ご
と
）》

評
価
額
は
、
右
記
の
新
築
家
屋
の
評
価
と
同
様
の
算
式

に
よ
り
求
め
ま
す
が
、
再
建
築
価
格
は
、
建
設
物
価
の
変

動
分
を
考
慮
し
な
が
ら
算
出
し
ま
す
。

な
お
、
評
価
額
が
前
年
度
の
価
額
を
超
え
る
場
合
で
も
、

決
定
価
格
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
通
常
、
前
年

度
の
価
格
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。(

た
だ
し
、
全
棟
調
査

等
が
あ
れ
ば
変
動
し
ま
す)

届出忘れが無いよ
うご注意ください

以下のいずれかに該当する人はご相談ください
◎平成 24年中に住宅・倉庫などを新築又は増築をされる方
◎平成 24年中に住宅・倉庫などをを解体された方

注1）新築・増築について評価漏れになった場合には、家屋の評価証明の発行ができなかったり、
遡って課税されることになりますので十分注意してください。

注 2）家屋の解体について届出がない場合は、そのまま課税されますので必ず届出をしてくださ
い。また、土地の上に一定用件を満たす住宅があると「住宅用地に対する課税標準額の特
例」が適用され減額されます。しかし、住宅の解体や、その住宅としての用途を変更する
と本特例の適用から外れ税額が高くなる場合があります。

建物を新築・増築・解体した場合は・・・
家屋の実地調査を行います

税に関するコンクールを行っています
小学校・高校に通う皆さんの参加をお待ちしています
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ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
・

コ
ン
テ
・
色
鉛
筆
・
水
彩
絵

具
な
ど

◎
応
募
方
法

「
応
募
用
台
紙
」
中
央
部

分
の
シ
ー
ル
を
は
が
し
て

「
作
品
」
を
貼
付
し
、
学
校

名
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
を
記

入
の
う
え
、
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
期
限

平
成
24
年
9
月
7
日（
金
）

◎
応
募
・
問
合
せ
先

益
田
地
区
租
税
教
育
推
進

協
議
会
（
益
田
市
元
町
12
ー

11
、
☎
０
８
５
６
―
22
ー

０
４
４
４
）

税
に
関
す
る
習
字

◎
応
募
資
格

益
田
市
・
鹿
足
郡
内
の
小

学
３
年
生
以
上

◎
課
題

「
税
金
」「
消
費
税
」「
電

子
申
告
」「
電
子
納
税
」「
振

替
納
税
」
等
、
税
に
関
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

◎
応
募
点
数

１
人
に
つ
き
１
点

◎
応
募
作
品
基
準

半
紙
に
縦
書
き
と
し
、
左

側
に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
応
募
方
法

作
品
の
左
下
に
出
品
票
を

貼
付
し
、
学
校
名
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
を
記
入
の
う
え
、

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
応
募
期
限

平
成
24
年
9
月
7
日（
金
）

◎
応
募
・
問
合
せ
先

益
田
地
区
租
税
教
育
推
進

協
議
会
（
益
田
市
元
町
12
ー

11
、
☎
０
８
５
６
―
22
ー

０
４
４
４
）

税
に
関
す
る
作
文

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
を

対
象
に
「
税
に
関
す
る
高
校

生
の
作
文
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◎
テ
ー
マ

税
に
関
す
る
こ
と

※
税
に
関
し
て
自
分
で

思
っ
た
こ
と
、考
え
た
こ
と
、

体
験
し
た
こ
と
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
。

 

例
え
ば
、
税
に
つ
い
て

学
習
し
た
こ
と
に
関
す
る
意

見
や
感
想
、
税
務
署
や
公
共

施
設
な
ど
を
見
学
し
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
の
体
験
や
印

象
と
い
っ
た
内
容
で
も
可

た
だ
し
、
応
募
作
品
は
本

人
が
創
作
し
た
も
の
で
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。   

◎
応
募
点
数

１
人
１
編

◎
文
字
数

１
２
０
０
字
以
内

※
作
文
の
冒
頭
に
題
名
、

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
締
切

平
成
24
年
９
月
７
日（
金
）

◎
応
募
・
問
合
せ
先

益
田
税
務
署
（
☎

０
８
５
６
―
22
ー

０
４
４
４
）
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◎輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）
◎石見神楽公演（長福千原
座）
（津和野温泉なごみの里）

◎食育の集い - 調理実習 -
（青原公民館 /9:30~13:30）
◎石見神楽公演（日原神楽
保存会）
（津和野温泉なごみの里）

◎木部地区バレーボール大会
（旧木部中体育館 /8:30~14:00）

◎フッ素塗布
（青原保育園 / 受付 :9:00~9:10）
◎健康相談
（　　　/13:30~15:30）
◎こころの相談※要予約
（　　　/14:00~16:00)
◎ファミリーバドミントン
リーグ戦
（小川体育館 /19:30 ~）

◎ 3B 体操
（　　　/13:30~)
◎ふるさとの集い
（須川公民館 /18:30~22:30）

◎健康相談
（　　　/13:30~15:30）
◎ファミリーバドミントン
リーグ戦
（小川体育館 /19:30 ~）
◎灯篭流し
（津和野大橋下河畔 /20:00~）

◎ 3B 体操
（　　　/13:30~）

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（和田自治会館 /10:30~11:30）
（中座会館 /13:30~14:30)
◎乳児健診
（　　　/ 受付 :13:00~13:30）

今月の健診報告会について
各地区で開催される健診報告会の詳細は、健診の際に配布
した用紙に記載してありますのでそちらをご覧ください。

◎ふれあいソフトボール大会
（木部小校庭 /8:00~12:00）
◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎幼児健診
（　　　/ 受付 13:00~）
◎健康体操
（青原公民館 /13:30~15:00）
◎すごうた祭り
（木部小校庭 /18:00~22:00）

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（　　　/10:30~11:30)
（名賀地域センター/13:30~14:30)
◎ふれあい俳句サロン
（　　　/13:30~）
◎健診報告会（津和野）

◎パソコン教室
（　　　/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室

( 高田自治会館 /10:30~11:30)
( 長野自治会館 /13:30~14:30)

◎育児相談
（直地児童館 /10:30~11:30）
◎健康体操
（青原公民館 /13:30~15:00）

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館 /9:00~11:30）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~,13:00~）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30 ～ 16:00）
◎断酒会
（　　　/19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）
◎季節の湯（レモン）
（津和野温泉なごみの里）
◎健診報告会（畑迫）　

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~,13:00~）
◎断酒会
（　　　/19:00~21:00）
◎にちはら鮎まつり花火大会
（日原旭橋下河川敷 /19:30~）

◎健康教室
（須川公民館/9:30~10:30）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~,13:00~）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）
◎始業式（各小中学校）

◎フッ素塗布
（日原保育園/受付9:00~9:10）

◎水彩画教室
（　　　/9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（須川公民館 /13:30~14:30)
（プラサ枕瀬 /15:30~16:30)
◎ハングル講座
（　　　/19:30~）
◎健診報告会（名賀・小川 ) 
◎あさぎりの湯定休日
（津和野温泉なごみの里）

◎ハングル講座
（　　　/19:30~） 
◎あさぎりの湯 営業日
（津和野温泉なごみの里）

◎交通事故巡回相談(要予約）
（益田市役所 /9:00~15:00）
◎水彩画教室
（　　　/9:30~11:30）
◎ハングル講座
（　　　/19:30~）
◎キラキラ体操教室
（青原公民館 /13:30~14:30)
（滝元多目的集会所/15:30~16:30)
◎あさぎりの湯定休日
（津和野温泉なごみの里）

◎キラキラ体操教室
（小川公民館 /13:30~14:30)
（野中自治会館 /15:30~16:30)
◎あさぎりの湯定休日
（津和野温泉なごみの里）

◎無料人権相談
（　　　/9:00~12:00）

◎無料人権相談
（　　　/9:30~14:30）
◎明るい生活相談所
（　　　/9:30~14:30）
◎無料法律相談
（　　　/13:00~16:00）
《要予約》☎ 72-1494

◎年金相談
（　　　/10:00~15:30）
◎無料行政相談
（　　　/10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（　　　/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館 /10:00~12:00）
◎ピラティス教室
（　　　/20:00~21:00）

◎津高祭（文化祭）
◎津和野図書館休館日

◎バリバスカップ 2012
（日原地区 /7:00 ～）

◎ケアサロン津和野
（　　　/13:30~15:00）
◎津和野夜神楽
（津和野体育館 /20:00~）

◎津和野夜神楽
（　　　/20:00~）

◎津和野夜神楽
（　　　/20:00~）

元気アップ教室に参加できる方
元気アップ教室の参加できる方は次の①②のいずれかに該
当する方となります。
① 70 歳以上の独り暮らしの方　
② 70 歳以上だけの方 2 人以上で暮らしている方

◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館 /13:30~15:30）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館 /19:30~20:30）
◎史談会
（　　　/13:30~）
◎柳まいり
（新丁 /20:00~）

◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館 /9:00~11:00）
◎元気アップ教室※

(　　　/9:30~13:00)
◎無料行政相談
（　　　/10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（　　　/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~,13:00~）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30 ～ 16:00）
◎水彩画教室
（　　　/13:30~,19:00~）
◎断酒会
（　　　/19:00~21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）
◎季節の湯（レモン）
（津和野温泉なごみの里）

◎元気アップ教室※
（　　　/9:30~13:00）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（　　　/13:30~15:00）
◎キラキラ体操教室
（程彼集落センター/13:30~14:30)
（池河公民館 /15:30~16:30)
◎ハングル講座 (　　/19:30~） 
◎あさぎりの湯定休日
（津和野温泉なごみの里）

◎第1回津和野高校オープン
スクール（津高 /9:00~12:00）
◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~,13:00~）
◎育児相談
（日原保育園 /10:00~11:30）
◎水彩画教室
（　　　/13:30~,19:00~）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）
◎健診報告会（木部）

◎月いちボランティア清掃
（乙雄山・先哲墓地 /7:00~8:00）
◎環境講演会「豊かな環境
と身体にやさしい社会をめ
ざして」
（日原小学校体育館 /13:45~）
◎表彰式夜市
（日原市街地／ 17:30 ～） 
◎津和野夜神楽
（　　　/20:00~）

日原公民館日公主な会場の略字
表記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談
総務財政課･･･････☎74-0028

■無料人権相談
税務住民課･･･････☎74-0059

■健康相談 , 育児相談 , 幼児
健診 , こころの相談 , ケアサ
ロン津和野
健康保険課･･･････☎72-0657

■手話生活相談
福祉事務所･･･････☎72-0673

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談
社会福祉協議会津和野支所
･････････････････☎72-1494

■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支
所･･･････････････☎74-1617

■パソコン教室 , ハングル講
座 , アダルト英会話 , キッズ
えいかいわＡ・Ｂ，ピラティス
教室，水彩画教室
日原中央公民館･･･☎74-0302

■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室
津和野町民センター
･････････････････☎72-2070

■キラキラ体操教室
地域包括支援センター
･････････････････☎72-0683

■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食育
の集い，健康体操
青原公民館･･･････☎75-0039

■断酒会
断酒会鹿足支部
･･････････☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ
中央 日原中央公民館

下記の納期は 8 月 31 日です

期限までに納めましょう

国民健康保険税第5期
後期高齢者医療保険料第5期

介護保険料第5期
町県民税第2期

税
金
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
、
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

そ
の
後
の
納
付
に
は
１
０
０
円
の
手
数
料
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。 中央

中央

中央

中央

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ

山セ

山セ山セ

山セ

◎無料人権相談
（　　　/9:30~14:30）山セ
◎無料行政相談
（　　　/9:30~14:30）
◎明るい生活相談所
（　　　/9:30~14:30）
◎フッ素塗布
（津和野幼花園 / 受付 :9:00~9:10）
◎ピラティス教室
（　　　/20:00~21:00）中央

山セ

山セ

福セ
福セ

福セ

やま

やま

やま
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（在宅当番医）増野医院

【在宅当番医】つわぶき医院

( 在宅当番医 ) 和﨑医院

( 在宅当番医 ) 栗栖医院



地元産品を使ったレシピを募集しています
わが家の一流シェフ in 島根･料理コンクール

定住自立圏形成協定書を締結しました

島根県保健福祉部健康推進課
☎ 0852-22-5328

地域振興課☎ 74-0038

総
務
財
政
課

☎
74
―
０
０
２
６

島
根
県
で
は
、
県
内
の

中
学
・
高
校
・
大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
を
対
象

に
、「
地
元
産
品
を
使
っ
た

白
い
ご
飯
に
合
う
朝
食
の
お

か
ず
」
テ
ー
マ
と
し
た
、
あ

な
た
の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

近
年
で
は
、
朝
食
を
食
べ

な
い
、
野
菜
不
足
な
ど
が
特

に
若
い
世
代
の
「
食
」
に
見

ら
れ
る
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

を
通
じ
て
朝
食
の
大
切
さ
、

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
の
必
要

性
、
ま
た
そ
れ
を
可
能
に
す

る
簡
単
な
料
理
法
な
ど
を
伝

え
「
食
」
に
関
心
を
も
ち
食

生
活
の
改
善
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
は
、

次
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
応
募
条
件

「
地
元
産
品
を
使
っ
た
白

い
ご
飯
に
合
う
朝
食
の
お

か
ず
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

料
理
。
そ
の
他
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
対
象

県
内
の
中
学
・
高
校
・
大

学
・
専
門
学
校
の
学
生

◎
募
集
期
間

８
月
１
日
～
９
月
7
日

◎
応
募
先

益
田
保
健
所

☎
０
８
５
６
―
31
―

９
５
４
６

◎
応
募
方
法

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
を
１
枚
添
付

し
て
郵
送（
応
募
用
紙
は
、

島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）

◎
申
込
・
問
合
せ
先

島
根
県
健
康
福
祉
部
健

康
推
進
課
☎
０
８
５
２

―
22
―
５
３
２
８

定
住
自
立
圏
と
は
、
中

心
市
と
周
辺
市
町
村

が
、
自
ら
の
意
思
で
１
対
１

の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を

積
み
重
ね
る
結
果
と
し
て
、

形
成
さ
れ
る
圏
域
で
、
津
和

野
町
は
益
田
市
を
中
心
市
と

し
、
吉
賀
町
と
津
和
野
町
が

周
辺
町
村
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。

７
月
3
日
、
益
田
駅
前
ビ

ル
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
で
行
わ
れ
た
合

同
調
印
式
で
締
結
さ
れ
た
協

定
書
で
は
、
自
立
圏
を
形
成

す
る
１
市
２
町
が
そ
れ
ぞ
れ

１
対
１
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人

口
定
住
の
た
め
に
必
要
な
生

活
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、
強

調
や
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

圏
域
全
体
の
住
民
福
祉
の
向

上
及
び
地
域
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
し
ま
す
。

新
し
く
設
置
さ
れ
た
医
療

対
策
課
へ
異
動
と
な
っ
た
職

員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

バランスのとれた食生活
を送りましょう

こ
れ
に
よ
り
、
各
々
の
市

町
が
持
つ
特
色
を
活
か
し
な

が
ら
、
圏
域
に
住
む
皆
さ
ま

が
よ
り
良
い
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。自立圏全体の住民福祉

と地域振興にむけて握
手をする下森津和野町
長 ( 左）、福原益田市
長（中央）、中谷吉賀
町長。（右）

医療対策課
課長 下 森　 定

田 淵　 京 子
益 井　 仁 志
山 下　 泰 三
新田　いずみ
長 野　 純 子
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町からの
お知らせ
町からの
お知らせ
町からの
お知らせ

に
関
す
る
情
報
と
ま
と

め
て
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
で
働
き
ま
せ
ん
か

裁
判
所
は
、
全
国
各
地
で
職
員
採
用

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
を
実

施
し
ま
す
。

【
参
加
資
格
】

平
成
24
年
４
月
１
日
で
高
等
学

校
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

【
申
し
込
み
期
間
】

7
月
17
日
～
７
月
26
日

【
お
問
合
せ
先
】

松
江
地
方
・
家
庭
裁
判
所

☎
０
８
５
２
―
23
―
１
７
０
１

平
和
を
守
る
仕
事
に
！

次
の
各
自
衛
官
ご
と
に
採
用
試
験

を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
一
般
曹
候
補
生

【
応
募
資
格
】

 

18
歳
以
上
27
歳
未
満

【
応
募
期
間
】

 

８
月
１
日
～
９
月
７
日

◆
航
空
学
生

【
応
募
資
格
】

 

高
卒（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

【
応
募
期
間
】

 

８
月
１
日
～
９
月
7
日

◆
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】

 

18
歳
以
上
～
27
歳
未
満
の
方

【
応
募
期
間
】

【
男
性
の
場
合
】

 

①
一
般
の
方 :

８
月
27
日
ま
で

 

②
高
校
生 :

９
月
17
日
ま
で

【
女
性
の
場
合
】

 

8
月
１
日
か
ら
9
月
7
日

◆
防
衛
大
学
校
学
生

将
来
、
各
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛

官
と
な
る
方
を
養
成
す
る
制
度

で
、
総
合
選
抜
と
一
般
の
分
け
て

募
集
し
ま
す
。

◇
総
合
選
抜

【
応
募
資
格
】

 

高
卒（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

【
応
募
期
間
】

 

９
月
３
日
～
９
月
５
日

◇
一
般
（
前
期
）

【
応
募
資
格
】

 

高
卒（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

【
応
募
期
間
】

 

９
月
３
日
～
９
月
５
日

◆
看
護
学
生

【
応
募
資
格
】

 

高
卒（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

【
応
募
期
間
】

 

９
月
３
日
～
10
月
１
日

◆
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

将
来
的
に
医
師
で
あ
る
幹
部
自
衛

官
を
目
指
す
方
を
養
成
す
る
学
校

で
す
。

【
応
募
資
格
】

 

高
卒（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

【
応
募
期
間
】

 

９
月
３
日
～
10
日
１
日

【
お
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
６
―
22
―
８
２
２
３

島
根
で
就
職
を
！

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
開
催

来
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
す

る
予
定
の
方
、
お
よ
び
県
内
で

就
職
を
お
考
え
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
10
日
（
金
）

【
場
所
】
㈱
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
研
修
セ

ン
タ
ー
ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル

各
企
業
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
企

業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
情
報
提

供
・
面
接
を
行
い
ま
す
。
松
江
・
浜

田
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
☎

０
８
５
２
―
28
―
０
６
９
４

平
成
24
年
度
訓
練
生
募
集

島
根
県
西
部
高
等
技
術
校
で

は
、
お
仕
事
を
お
探
し
の
方
を

対
象
に
、
Ｏ
Ａ
経
理
課
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
科
②
の
訓
練
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
Ｏ
Ａ
経
理
科

【
募
集
定
員
】
15
名

【
受
講
料
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
１
万
４
千
円
が
必
要
で
す
。）

【
応
募
締
切
】
9
月
４
日

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
②

【
募
集
定
員
】
20
名

【
受
講
料
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
１
万
２
千
円
が
必
要
で
す
。）

【
応
募
締
切
】
9
月
４
日

【
申
込
】

ど
ち
ら
の
科
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

備
え
付
け
て
あ
る
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校
☎

０
８
５
６
―
22
―
２
４
５
０
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このページでは、皆さまの雇用に繋がる情報をご案内してい
ます。このほかにも「けいじばん」（ｐ18）コーナーご案内に
も掲載していますのでご覧ください。

６月１日付け
人事異動について



6 月10日、西周旧居付近駐車場で町内の消防団の消火
活動の速さを正確さを競う津和野消防団操法大会が開催
され、各団員が日頃の練習の成果を発揮しました。

ポンプ車の部では、津和野第１分団、小型ポンプの部で
は日原第７分団がぞれぞれ優勝。

ぞれぞれの分団員は８月に奥出雲町で開催される島根県
大会に町の代表として出場するため日夜練習に励んでいま
す。練習をする団員の姿をみたら応援してあげてくださいね。

６月から解禁となっているアユ釣りを前に、マナーを
呼びかける看板２枚が日原地区地域安全推進員から
日原中学校へ送られました。

以前から釣り客のマナーが問題視され、推進員の「マ
ナーを守ってアユ釣りを楽しんで欲しい」との思いか
ら設置に至りました。

看板を受け取った学校を代表して生徒会長の原内
一星さんからは推進員へ感謝の言葉が送られました。

6 月13日、須川公民館で初めての試みとなる「東洋医
学講座」が開催され、地域の方およそ 30 名が参加しました。

今回、講師には町内の鍼灸院に勤務している井東大さん
を招き、陰陽説や五行説など東洋医学独特の考え方を解
説、日常の中に取り入れることのできる呼吸の仕方などを
参加者に伝えました。

いわゆる西洋医学である現代の医療とは、趣向の異なる
講座は新鮮で、参加者の感想も上場だったようです。

一刻を争う消火活動
消防団操法大会が開催

釣り人にも、マナーを
地域の安心・安全のために

東洋の視点で医学を学ぶ
須川公民館で東洋医学講座

６月 30 日、稲成丁にある弥栄神社で毎年恒例の輪
くぐり神事が行われ沢山の人で賑わいました。

神社正面に設けられた直径 1.5 ｍの茅の輪をくぐっ
て無病息災を祈願するこの神事。初夏の始まりを感じ
させる暑さの中、訪れた人たちは輪をくぐり自分や家
族の健康を祈願していました。

境内には出店もならび、久しぶりに顔を合わす方も
おり、思わず会話に華が咲いていたようです。

グルッと回って無病息災
恒例の輪くぐり神事

長年にわたって公務等の取り組まれ、大きな成績を上げ
た方に贈られる瑞宝単光章を弘中清さんが受賞されました。

弘中さんは、長年にわたって町の消防団員として活躍し
消防団の副団長を務めるなど消防・防災の分野において大
きな成果と貢献をあげたことから今回の受章となりました。

６月１日には、役場において叙勲の伝達式が行われ、下
森町長の代読により賞状が送られました。

長年の取り組みに注目され、大きな功績をなしとげた方
に贈られる旭日単光章を田中瑞穂さんが受賞されました。

生まれの育ちの町内の田中さんは、学校を卒業後、さま
ざまな仕事を経て合併前の旧日原町の農業委員会の会長
を務めるなど、農業振興の分野において大きな功績を残し
たことから今回の受章となりました。

田中さんは「農業は生きる基本。自分で作物を作る大切
さは忘れたくない。」と話していました。

弘中清さんが瑞
ず い ほ う た ん こ う し ょ う

宝単光章を受賞
平成24年度春の叙勲

田中瑞穂さんが旭
きょくじつたんこうしょう

日単光章を受賞
平成24年度春の叙勲

Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　情報戦略係☎74-0092

広報つわの Vol.82
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津和野町医療対策課☎72-4088（委託先：ティーペック）



けいじばん

お気軽に
ご利用ください。

災害はいつ起こるか分からない。
万が一の備えを、今はじめよう！
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Guideご案内

◎司法書士無料法律相談会
遺産相続、借金、ローンなど様々な法律・登記の
相談を無料でお受けしています。参加は無料、予約
は不要、相談される方の秘密は厳守します。

【日時】：9月20日13:００～17:00
【場所】：益田市人権センターあすなろ館
【問】：司法書士総合相談センター☎0120-114-234

◎消防吏員募集
益田地区広域市町村圏事務組合では、地域を守る熱
い情熱を持った人を望んでいます。
下記の日程で試験を行いますので、受験をお考えの
方はお問合せください。
採用人員：５名（うち１名は救急救命士資格保有者）
性別・学歴：不問、ただし昭和62年４月２日から平
成７年４月１日までに生まれた人に限ります。
受付期間：平成24年７月9日～８月10日
問合せ先：益田広域消防本部☎0856-31-0119

◎介護人材緊急雇用事業
介護分野での就職を希望される方を対象に、社会福
祉法人島根県社会協議会で臨時的に雇用しながら
ホームヘルパー２級の資格取得を支援すると同時に、
お試し勤務を通じて介護保険施設・事業所又は障が
い福祉サービス事業所等への就職をお手伝いします。
受講料は無料、詳しくはお問合せください。
募集期間：７月12日（木）～８月17日（金）
問合せ先：島根県社会福祉協議会（石見分室）
･ 　　☎0855-24-9340

◎難病専門相談（消化器内科）のお知らせ
血便、下痢等の状態を繰り返し、腹痛、発熱、貧血、
体重減少、身体がダルイなどの不調が続き、受診し
ても原因が見つからず不安な方、また難病（潰瘍性
大腸炎、クローン病等）と診断されているが、療養
生活や食事をどうしたら良いか悩んでいるなど、患
者さんや、ご家族の方を対象に専門医による相談日
を解説しています。
【日時】･ 平成24年8月31日（金）11:00～15:30

◆津和野共存病院（☎ 72-0660）
月曜日/循環器内科（午前 /第２・４月曜日）・整形
外科（午後）・小児科予防接種・乳児検診（午後 /
予約制）
火曜日/外科（午前）
水曜日/漢方外来（午前 /月１回、8月は8日（水））
木曜日/外科（午前）・耳鼻咽喉科隔週（午前と午後、
午後のみ）
金曜日/整形外科（午前 /午後）・小児科予防接種・
乳児健診（午後 /予約制）
※内科:月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）
（日本神経学会専門医）初診の場合要予約
※小児科 :予防接種・乳児検診は13時より開始です。
※整形外科：月曜日の診療は午後1時より開始です。
※産婦人科：第1・３水曜日（【午前】外来診療・妊
婦健診 /【午後】子宮がん検診（予約制））

◆日原診療所（☎ 74-0121）
月曜日/内科（午前 /午後）
火曜日/内科（午前 /午後）
　外科（第1・3・5火曜日、8時半～9時半）
　※受付は9時まで
水曜日/内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）
木曜日/内科（午前）
金曜日/内科（午前 /午後）
土曜日/内科（午前）　※第１･３･５
　　　　　泌尿器科（午前）第１･３･５
※泌尿器科の予約は74－0121まで
※水曜日・木曜日は、午前のみです。
※5月12、26日は、休診です。
※診療日程は、変更する場合があります。

◆和﨑医院（☎ 72-0025）
水曜日/肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/
予約制
※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行ってい
ます。
※循環器専門外来を行っています。
※リウマチ・膠原病専門外来を行っています。
※土曜日の午後は診療しています。
（14時から17時まで、ただし受付は16時30分まで）

◆つわぶき医院（☎ 72-3500）
火曜日/ペインクリニック15:00～18:00
木曜日/ペインクリニック9:00～12:30
※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご
相談ください。
※通常の診療も行います。

医療在宅当番医 MedicalDoctor

8 月の在宅当番医はこちらです

鷲原八幡宮

つわぶき医院
（津和野町鷲原 190）
☎72-3500

８月26日（日）わたや

駅前ビジネスホテルつわの

和﨑医院
（津和野町後田ロ-405）
☎72-0025

8月5日（日）

栗栖医院
（吉賀町柿木 1331）
☎79-2006

８月19日（日）

▼日原図書館の新刊図書
▽「快適キャンプマニュアル」

月刊ガルヴィ編･････････････････ 実業之日本社
▽「決断する力」

猪瀬直樹 ･･････････････････････ ＰＨＰ研究所
▽「実はすごい！大人のラジオ体操」

中村格子 ････････････････････････････ 講談社
▽「秋思ノ人居眠り磐音江戸草紙３９」

佐伯泰英 ････････････････････････････ 双葉社
▽「ダンス・ウィズ・ドラゴン」

村山由佳 ････････････････････････････ 幻冬舎
▼津和野図書館の新刊図書 
8 月 31 日は休館です。
▽『夜の国のクーパー』

伊坂幸太郎 ･･････････････････････ 東京創之社
▽『ラブソファに、ひとり』

石田衣良 ･･････････････････････････ 角川書店
▽『ペトロ』

今野敏 ･･････････････････････････ 中央公論社
▽『スーフと白い馬』

いもとようこ ･･････ ･･･････････････ 金の星社
▽『塩麹と甘酒のおいしいレシピ』

タカコ・ナカムラ ････････････････････ 農文協

Books図書館だより

―要約筆記って何？―
突然、病気や事故で聞こえなくなったら、貴方はすぐに「手

話」で会話ができますか？高齢になったらどうでしょうか？「筆
記」ならわかりやすいですよね。「書く」ことは誰にでもでき
ますが、話し言葉をその場で全部書くのは無理です。遅れ
ないで、正しい内容を、読みやすく「文字」で伝える「同時
通訳」するのが「要約筆記」です。

例えば、『え～、本日は雨にもかかわらず、お足元が悪い
中このように沢山の方々が○○大会にお越しくださいまして
誠に恐縮でございます。』要約筆記者は《雨の中、お越しい
ただき恐縮です。》と書きます。意味は充分通じます。

自治会、老人会の行事に、要約筆記を利用してみたいと
思われる方、福祉事務所までご連絡ください。

Sign･language手話コミュニケーション

今月の手話
名前

＊『新・手話教室 入門』より転載
＊発行：財団法人全日本ろうあ連

盟発行☎ 03-3268-8847

増野医院
（津和野町日原 228）
☎74-0053

８月12日（日）

万が一の事態に備えて

島根県内における災害発生時の緊急情報
や災害対策◎支援情報のほか、日ごろ防
災に役立つ情報等を掲載しています。

http://www.bousai-shimane.jp/

QR コードで URL を取得
できます。

左の掌を前に向
けて立て、右の
親指の腹をつけ
ます。

【場所】･ 益田保健所
【内容】･ 専門相談（個別相談）
【その他】･相談は予約制となりま
す。ご希望の方は8月23日（水）
までにお電話でお申し込みくださ
い
【問・申込先】島根県益田保健所☎
0856-31-9549



※
氏
名
の
掲
載
は
、
同
意
が
得
ら
れ
た
方

の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

広報つわの 平成 24 年 7 月 23 日発行

子どもを虫歯から守ろう
フッ素塗布実施（１回目）のお知らせ 母子手帳をご持参ください

日にち 受付時間 会場
８月２日（木） 9：00 ～ 9：10 日原保育園
８月３日（金） 9：00 ～ 9：10 津和野幼花園
８月６日（月） 9：00 ～ 9：10 青原保育園

乳児健診 受付時間 会場

８月7日（火） 13：00 ～ 13：30
保健福祉センタ

ーやまびこ
対象者：平成 23 年 10 月7日 ~ 平成 24 年４月7日生まれ

の方および未受診の方
幼児健診 受付時間 会場

８月14 日（火） 13：00 ～ 14：15
津和野町民セン

ター
対象者：･①Ｈ22.11.14~Ｈ23.2.14 生まれの方（１歳 6ヶ月児）
 ②Ｈ 21.11.14~ Ｈ 22.2.14 生まれの方（2 歳児）
 ③Ｈ 20.11.14~ Ｈ 21.2.14 生まれの方（3 歳児）
 ④幼児健診を受診されていない方

【申し込み・お問合せ先】

健康保険課☎ 72-0657

子どものむし歯を予防するために集団で年２回のフッ素塗布を
行います。在宅児で受けられる方は希望日の３日前までに申し
込みをしてください。

両健診ともお住いの地域に近い会場で健診が受けられるよ
う案内しています。

【対象】１歳～小学校就学前の幼児
【料金】110 円（一人分）
【持参品】胸元にかけるタオル

8 月の乳幼児健診

20 広報つわの

世帯数：3,654 人口：8,345 人 出生 死亡

転入 転出

3 6

5 3男 3,876 人　女 4,469 人

広報つわの　□　発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25

津和野町
モバイルサイト

facebook 版
津和野町役場

□　編集 /営業課　TEL：0856-74-0092
FAX：0856-74-0002

□　印刷 /石見紙工業株式会社

URL：http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成 24 年 6 月末現在）
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6
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）
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る成	
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）　　
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）
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） 

94
歳
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歳
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嶺 　
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18 （
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１
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歳
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岩
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